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ご入学、おめでとうございます。今、皆さ

んは新しい事が始まる期待と不安の中、人生

のうちで最も力にあふれていることでしょう。

新入生の大部分が親元を離れて一人暮らし

を始めます。大学生活は拘束されな

い自由な時間を謳歌できる状況にあ

り、それだけに今までとは違って自

分自身でプログラミングしなければ

なりません。また充実した学生生活

を送るためには、心身ともに健康で

あることが基本となります。

保健管理センター(以下センター)

は皆さんの健康増進を図るために設

置されていて、精神的、身体的な健

康相談や診療、健康診断等を行い、

より良い学生生活が送れるように援

助するところです。

大学生は思春期から青年期の激し

い変化の年代であり、いわゆる「ア
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毎年、新入生歓迎コンパのシーズンには大

学生の急性アルコール中毒が多発し、死亡例

も度々報じられています。幸い、山口大学で

は、この数年、死亡例はありませんが一気飲

みでの重症例や飲酒に伴う事故が少な
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イデンティティの確立」、いわば、「自分探し」

をする時期でもあり、いろいろな悩みや迷い

が生じやすいのです。大学入学後、「無気力

状態」に陥りやすいのですが、最近では「ひ

きこもり」が急激に増加しています。

生活のリズムが乱れがちになり、講義や実

習にも出られなくなり、学生らしい生活がで..

きなくなったときはイエローカードの提示で冠

す。このような状況が自分や友人に起こった

場合はセンターなどの専門的な知識を持つ人

に相談してほしいと思います。

からずあります。特に新入生は雰囲気

につられて飲み慣れない酒を強がりで

飲んだり、無理やり飲まされたりする

ようです。しかし、アルコールは麻酔

作用のある「薬物」です。一気飲みな

どで短時間に大量飲酒すると脳の呼吸

中枢が麻痺して昏睡から死に至ります。

楽しいはずのコンパで惨事を起こして

はなりません。

我々スタッフは皆さんが健康上の問

題を気軽に相談できる場でありたいと

願っております。そして皆さん一人ひ

とりの「自己実現」に向けての支援に

積極的でありたいと考えています。








